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財光寺小学校「よのなか教室」 平成２８年７月１２日（火） 

  

 

             

第６学年国語科学習指導計画                          平成２８年７月１２日 

                                      指導者  森﨑 陽介 

１ 単元名 新聞の投書を読み比べよう 

 

２ 目標 

 ○ 投書の特徴をとらえ、進んで書き手の主張や説得の工夫を読み取ろうとしている。 （関心・意欲・態度） 

〇 投書の構成、理由づけの仕方や根拠の挙げ方に気をつけて読み比べ、それぞれの書き手の説得の工夫をと

らえている。                                     （読むこと） 

〇 書き手がどのような事例を挙げて説得しようとしているのかを読み取り、自分の考えを明確にしている。 

                                           （読むこと） 

〇 四つの投書を読み比べて考えたことを伝え合い、自分の考えを広げたり深めたりしている。 （読むこと） 

〇 自分の考えが伝わるように、構成を工夫し、理由を明確にして投書を書いている。     （書くこと） 

〇 事実と意見を区別し、投書という目的に応じた工夫を行い、文章を書いている。      （書くこと） 

○ 投書の文章の構成を目的とともに理解している。    （伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項） 

〇 読み手に伝えることにこだわることのかっこよさに気付き、学校生活で生かすことができる。 

（つながる力）（創る力） 

 

３ 講師 江原 知子さん（株式会社夕刊デイリー日向支社 記者） 

 

４ 教育活動間の関連（  活動の流れ・   活動間の関連） 

《教科》                              《キャリア教育》 

 【５年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【６年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【朝の会】 

○ 生活の中で新聞の投

書を紹介し、考えを交流

する。 

【教科学習】 

〇学習に取り組む姿勢 

【学級活動】 

〇話し合い活動 

〇学校行事 
 

夢や希望を抱き、常に学び続ける児童の育成 
～かっこいい日向の大人に学ぶ活動を通して～ 

 

【国語】 

「資料を生かして考えたことを書

こう」 

【国語】 

新聞の投書を読んで意見を書こう 

「新聞の投書を読み比べよう」 

【朝の会】 

○ 教師による新聞記事

の紹介 

○ 児童による興味のあ

る新聞記事の紹介  

 

【国語】 

書き手の意図を考えながら新聞を

読もう 

「新聞の記事を読み比べよう」 

 

講師 江原 知子さん【株式会社夕刊デイリー新聞社日向支社 記者】 
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５ 指導計画（全８時間） 

 

６ 本時の目標 

 ○ 読み手に説得力のある投書になっているか、外部人材からの助言や友だちと読み合いの中で確認し、付

加・修正することができる。                              （書くこと） 

 ○ 自分の仕事にこだわりをもって仕事に取り組むことのかっこよさに気付くことができる。（キャリア教育） 

 

主な学習内容及び学習活動 時間 評価計画 ・国語科 ☆キャリア教育 外部人材活用の方法 

１ 学習の見通しを立てる。 

・ 投書について知る。 

・ 投書から見つけた書き

方の工夫をもとに、投書

を書くという学習の見

通しを立てる。 

1 時間 ・ 投書について関心をもち、説得力

のある文章を読み取り、投書を書く

ことを見通し、意欲をもって取り組

もうとしている。 

（関心・意欲・態度） 

 

２ ４つの投書を読み比べ

る。 

・ 書き手の主張 

・ 書き手の理由づけの仕

方や事実や根拠の挙げ

方の工夫 

2 時間 ・ それぞれの書き手の意見や主張、

その理由や根拠をとらえている。 

（読むこと） 

・ 構成や理由づけの仕方、根拠の挙

げ方に気をつけて読み比べ、それぞ

れの書き手の説得力のある文章を

とらえている。    （読むこと） 

 

３ ４つの投書の中から、自

分が納得するものを選ん

で理由をまとめ、友だちを

伝え合う。 

1 時間 ・ ４つの投書を読み比べて考えたこ

とを伝え合い、自分の考えを広げた

り深めたりしている。 （読むこと） 

・ 投書の文章の構成を目的とともに

理解している。 

（伝統的な言語文化と国語の特質

に関する事項） 

 

４ 投書を書く。 

 ・ 投書の構成を考える。 

・ 六百字程度で投書を書

く。  

２時間 ・ 読み手の自分の考えが伝わるよう

に、構成を工夫し、理由を明確にし

て投書を書いている。 （書くこと） 

・ 事実と意見を区別し、投書という

目的に応じた工夫を行い、文章を書

いている。     （書くこと） 

 

５ 書いた投書を見直す。  １時間 

本時 

・ 外部人材の助言や友だちとの読み

合いの中でをもとに、自分の投書を

付加・修正するこができる。           

（書くこと） 

☆ 読み手に伝えることにこだわる

ことのかっこよさに気付き、学校生

活で生かすことができる。                    

（創る力）（つながる力） 

〇 児童が書いた投書に

ついて、専門的な立場か

ら、分かりやすく伝える

ための助言をいただく。 

〇 外部人材の仕事への

向き合い方やこだわり

を話していただく。 

６ 学習を振り返る。 

 ・ お互いの投書を読み合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

１時間 

 

・ これまで学習してきたことをもと

に友だちの作品の良さを発表する

ことができる。   （読むこと） 
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７ 学習指導過程 

段階 

(時間) 
学習内容及び学習活動 

指導上の留意点 

☆ キャリア教育 

評価【評価方法】 

・ 国語科 

☆ キャリア教育 

資料 

準備 
指導者 外部人材 

導 

入 

 

１ 学習に見通しをもつ。 

 ○ 前時を振り返り、本時

の流れを確認する。 

 

２ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

○ 外部人材の

紹介をする 

○ 単元学習計

画をもとに前

時の内容と本

時の流れを確

認させる。 

○ 簡単に自己

紹介する。 

 単 元

学習 

計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

３ 友だちの作品を読み取る

観点を確認する。 

 

 

 

・ 観点は板書で

提示する。 

  

 

 

 

 

４ 友だちの作品の良さを伝

え合う。（ペア→全体） 

 

・ 読み取る観

点をもとに友

だちの作品を

読む。 

〇 児童の発表

の後に、児童

の気付きを認

めてもらう。 

書 画

カ メ

ラ 

 

プ ロ

ジ ェ

ク タ

ー 

５ 江原さんに作品の良さや

修正点を教えてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 事前に見て

いただいた作

品の中から選

んで紹介して

もらう。 

 

 

☆ 読み手に伝えるこ

とにこだわることの

かっこよさに気付

き、学校生活で生か

すことができる。 

（創る力・つながる力） 

      【発言】 

【ワークシート】 

・ 外部人材の助言や

友だちとの読み合い

の中でをもとに、自

分の投書を付加・修

正するこができる。 

【観察】【作品】 

６ 自分の作品を付加・修正

する。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 学習したこ

とを参考にす

る。 

〇 児童の質問

にこたえても

らう。 

 

７ 仕事内容や仕事への向き

合い方について聞く。 

 

〇 聞いてみた

いことを質問

するように呼

びかける。 

〇 仕事への向

き合い方やこ

だわりについ

て話してもら

う。 

 

 

 

 

  

自分の作品を見直そう。 

 

・ 話題提示 

・ 書き手の意見 

・ 理由や根拠 

・ 反論 

・ まとめ 

・ 相手意識をもって 

・ 具体的に 

・ 理由や根拠の用い方 
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８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 児童の感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終 

末 

 

８ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

○ 今日の学習

の感想を発表

させる。 

 

○ 児童の感想

を聞いて感じ

たことを話し

てもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
                  

文
月
十
二
日 

 

新
聞
の
投
書
を
読
み
比
べ
よ
う 

    

《
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
》 

  

① 

意
見
や
主
張
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。 

 

② 

理
由
や
根
拠
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。 

 

③ 

反
論
に
対
す
る
意
見
を
書
い
て
い
る
。 

  

・ 

国
語
辞
典
の
活
用 

・ 

自
分
の
経
験
や
知
識
を
大
切
に 

・ 

反
対
意
見
も
認
め
た
上
で
の
反
論 

・ 

読
み
手
へ
の
投
げ
か
け 

 
 

                                 

 

 

 

 

スクリーン 

自
分
の
作
品
を
見
直
そ
う 
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１０ 児童の作品（下書き→清書） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

１１ 授業者の感想 

教科書を用いて押さえた書き方のポイントをふまえ児童は下書きを書いたが、国語辞典の活用の効果や

自分の経験や知識を大切にして書くと文章の説得力が増すことなど、江原さんから子どもたち下書きをも

とにしたアドバイスをいただいたことで、児童のスキル向上はもちろん学習意欲の向上にも繋げることが

できた。また、新聞記者としての経験を聞いて、話を聞くことや相手の気持ちを考えることなど、児童の

教科外での気付きも感じられた。 

 

 

 


